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消費財および金融資産の同時選択の理論 
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アメリ力におけるォウェンとォウェン主義者たち

. —~ - 分 ウ ェ ン 生 誕 _200年 に 寄 せ て ^ ‘

白 井 厚

1. ‘一 モ ニ イ め意義

p バ ー ト • オウエンが 3年間にわたってアメリ力で 

行な-づた.N e w ’Harmony Community of Equality の 

実験は, 的年に及ぶ彼め矣い活動の生涯がらすれば， 

一致の夢，南柯の夢にも似て，波乱に富みつつもはか 

ないユ一トウピアの展開であった。 しかしそれは，短 

期間で挫折したとはいえ，社会思想史上においては， 

単なる実験と呼ぶにはあまりにも童婆な意義を持った 

実践なのである。 '
第 1 に，それはオウエンの理想を最大限に実現しよ 

うとした実践であっ>こ。オウエンは，いわゆる“空想 

的社会主義者” の中でも，いやあらゆる社会主義者の 

中で最も実践的であって，ニュー♦ラナーク工場にお 

け る “奇蹟” 的 “統治” の成功，世界で最初の幼稚園 

創設, 成人教育，労働時間短縮，工場法制定運動，全 

宗教否定宣言, 共産主義社会建設の提案，協同組合運

動指導，労働交換所開設，全国労働組合大速合指導な 

ど，そのいずれか一つだけをとってみても，歴史に名を 

とどめるもめであ'る。’ しかしと-りわけニ a  — • ハー'
ニィの実験は，部分的な改良ではなく彼めユートクビ 

. アを限られた土地ながら_ 的に開拕させようとした 

もので，彼の活動の転機であり，かつ頂点を示すもめ 

と言えよう。

第 2 に，ニュー，ハ一モ土ィ村は世界でおそらく最 

初の非宗教的共同体の実験であって，その後に現われ 

る多くの共同体連動の先躯で、ある。共同体運動は,その 

後社会主義が政治主義や階級闘争主義に傾いたためい 

くぶん影を薄くしたが，その運動は地下水脈のごとぐ 

連綿と続く。そして今日物質文明，、大衆社会软況，疎 

外，官僚主義，環境破壊などに対する批判が強まり, /  
人間のあり方を模索して共同体め実験が再評価されつ 

つある時，ニュー.ハーモニィは，文字通り新しい調 

和の先駆的実験として高く評価されるべ奢だろう。

第 3 に， ニ ' • ノ ヽ セ はアメリカの歴史に大

注（1 ) "オウエンのアメリ力時代すなわち共同体纽設の局面は, 1824—9 年の 5年冏しか続かなかったとはいえ，彼にとっ 

てはいくつかの面で決定的なものであった。彼はニュー • ラナ一クへは戻らなかったから, それは長い実業生© か g の 

訣別を示した。それは，急進的社会改革者としての彼の名声を確立’し, ニつの大陸セ-弟子を得た。彼は実際ィンディァ 

ナの村における財產とニ ュ ー •ハーモ ニ ィ O土地をすべて失い，また妻以外の家族はアメリカへ移って，そこで市民とな 

っtこ。 C/ Harrison,5 Robert Ckven and the Owenites in  Britain and America, the. Quest for the New Moral 
World, Lond” 1969，p. 6. ■ ■ ■ •

( 2 ) 同じころに，オウエンの影響によってイギリスでV' くつかの実験が試みら外ている， "私は社会のあらゆる方而9  
自山主義的な人びとから，この国でこの实験を始めよとせめたてられた。… 私の一原熱烈な友人の多数は，その実驗 

の成功をかたく信じ，今は彼らは，私が彼らの始めるのを許し，このことに私が助力を与えなければ满足せぬまでにな 

っていた。…‘..私はやむを得ずその舀時のスコットラ 'イドにおい,て來/こして成功の,チャンスが毛るかど5か 突 験 を し  

てみることに同意するに茧った。……ダルジールのJ .A .ハミルトン氏（若い方の）はニュー• ラナークから数マイル 

の Motherwellの彼の土地に，私をして最初のモデル協同社会を始める気をおこさせようと，全力をげて進め , …… 
彼の所有地の上に一協同社会を始め.ることが決まった。，，■ 27城 Life, of Robert Omn, written by himself, with selections 
from his writings and correspondence, vol. I, 1857,p. 239..五岛茂訳 415—6 .ペイジ。（訳文は多少変觅，.以下同じ）.. 
Orbiston (1825-7), Ralahine (1831-3), Queenwood (1839-45)などの協同村の突験に関する新しい研究としては, R.G. 
Garnett, "Robert Owen and the Community Experiments,” . in Owen, Prophet of the Pocrri Essays in  Honour
of the Two Hundredth Anniversary of his Birth, edited by Sidney Pollard and John Salt, 1971•がある， ブメリ 

力では， 1858年までに130の并网体があったといわれ■るa A. E. Etestor, Backwoods Ut<ypia, 1950, pp. 235-42.
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きな影響を与えている。オウェン自身は渡米後3 年あ 

まりで帰国するが，彼の実験はアメリカで最初の社会 

主義の実践であり，幼稚園，保育所*ペスタロッチ式 

.教育などはいずれもアメリカで最初の試みであり，オ 

ウェンはまさしくアメリカの社会主義，協同組合運動 

の父であった。さらに彼の4 男 1 女と多くの才ウェン 

主義者たちはアメリカの地へ残り，彼らは政治家，科 

学者，社会運動家, 教育者などとして多方面に活躍， 

特に19世紀前半のアメリ力の奴隸解放運動，女性解放 

連動, 科学研究，教育運動の先駆者であった。オウェ 

ンは， “イギリスで労_ 者の矛!!益のために行なわれた 

一切の社会運動，一切の現実の進歩は，すべてオウュ
( 4 ) •

Vの名前に結びついている” というばかりでなく，彼 

自身, その子孫，そしてオウェン主義者たちを通じて， 

アメリカにおける多くの社会改良や命放運動とも結び 

ついているのである。

V
2. 協同村の構想

オ ウ ェ ンが協同村の構想を得たのは，ニュー . ボ ー  

ト，t •フォーク，ケントなどにおける貧民の自給@足的 

な授産場施設，土地社会主義者T.スペンスの荦子たち 

■による Society, of Spencean Philanthropists, シヱイ力 

—や後述のラップらの宗教共同体についての情報（オ 

ウ ェ ンは1815年以来ラ ツプを知って お り , 1820^に は 彼の共 

同体の詳細を聞いている）などと考えられ（後にク ェ イ 力 

一のJ. Bellersによる產槊学校案を知り, 1 8 1 7 年の宗教西 

婼の大集 会 以後にこれを配布)，協同村の建設を初めて提 

案したのは,性格形成学院の開設に際し て 行なっ た.1'ニ 

ュー • ラ ナ 一ク住民への講 演 」 （An Address to the In
habitants of New Lanark, January 1 ,1 8 1 6 )である。こ 

こで，この学院の目的は，単に外面的な智憤を直すこ 

とではなく，この村の全住民の内面的性格も徹底的に 

改良することであり，個人の自主的な判断を尊重し， 

節度, 勤勉，慈愛をもって近隣の福祉に貢献することで

ある，と彼は訴えた。そしてこのような原理にもとづ 

いて，単なる教育施設ではなぐすベての個人に，既存 

社会の統制原理の下にあるよりもはるかに恒久的な幸 

福を莩受させる共同体の組織を提案したこと，犯罪と 

贫困のなI 、，今の百倍もの知性と幸福をもった社会の 

形成，千年王国の到来を示唆したことは，協同社会主義 

へ向かっての一歩前進をものがたるものである。また 

ナポレオン戦後の恐、慌の原因と救済策の研究のための 

Committee of the Association for the Relief of the 
Manufacturing Poor .に提出された「工場労働貧民救 

済委員会への報告」 (Rejmrt on the Poor, 1817) におい 

ては，贫窮の原因を機械の導入による労働力の価値低 

下とし，失業労働者に職を与え，機械を労働者追放の 

ためにではなく労働者に奉仕する手段とすることを訴 

え，そのために理想的な協同社会主義の村Village of 
Unity and Mutual Co-operationの計画を，設計や費用 

の概算をも含やて示した。 この書は， “エ場改曳者た 

るオゥュンから，社会主義と協同組合の父たるオゥュ 

ンへの転移を示す” と言われる。そして1820年 5 月 1 
日にラ ナ ー ク 州会本会議に提出され， 主著となった 

「ラ ナ ー ク 州への報告」 (Report to the County of Lanark, 
1 8 2 1 )は，失業の原因分析と対策P ためのなる勧告 

という内容をはるかに超えて，資本主義の消滅を望み， 

それを全面的に変苹するような協同組織を提案したの 

である。さらに 1拟1 年 には“一般に旺溢し来たった 

Community設立の耍氺に応じ，その要求に合致するた 

め 「社会制度j (Social System )が書かれ,共同体の構 

造，分配組織, 教育方法, 新しい経済学の樹立，憲法な 

どが示された。(発表は The New-Harmony Gazette, vol* II， 
1826-1827. 1826■年11月 1 1日にはニュー•パ一モニイの講演 

会でォゥェンがその第1草を如読したとI 、う。) そ し て 「窮 

乏原囚の説明」（A?i Explanation of the Came of the Dis
tress which Pervades the Civilized Parts of the World, and 
of the Means whereby it may be Eemoved, in Economist, 
Sept., 1821. N o/33?)においては，協同組織による利潤

注（3) Oakley C. Johnson, Robert Omii in the United States, 1970，pp. 2-S.
(4 ) F. Engels, Die Entwicklung des Sozialismus, von (Ur Utopie zur Wis&ensthdft, 1882, Werk«, B d .19, S. 200. 

訳全染197ペイジ。

( 5 ) 拙 著 「オウエンj, 1965印，31ペイジ. この講演は/ " 興常極まる，反逆的な， 煽励的な”ものとして咨発さわぎ 

があったことは「|;|伝j に詳しぃ。 The Tdfe of Robert Owen, vol. I, pp. 118-120. 訳 214—6 ペイジ。

( 6 ) その内容と分析につ'/ 'ては，拙 著 「オゥエンj 1965印， 拙 稿 「ウィリアム• ゴドウィンとp バブト♦才ウエン」，

4 「ロバアト . オウエン論纸くr•パ7 いオウエン尘誕ニ西年記念〉j 1971年所収，拙 著 「ウィリアム• ゴドウイン研究J 
m m ,  1972年，などを参照。

( 7 ) 五 誠 「‘Social Syatem，（1821)考—— 丨パァトンオウエンのー稀龊論文につぃて一 j , 前 揭 「ロバァト. オゥエ 

ン論敗] 所収，的ペイジ。
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の撤廃を明確に主張し，協同組合原理，新設備，制度 

の運営などを説い't：い；I )。
rラナーク州への報告丄を中心に，「社会制度」，「窮 

乏原因の一説明j の兰部作は， いずれも1821年に書 

かれ，協同社会主義の核心的展開であり，その後の社 

会主義実践の具体的青写真であった。これらはもちろ 

ん政府の黙殺するととろであったが，この影響を受け 

て，ロンドンの印刷工を中心に，オウェンの弟子ミュ 

デ 4 が 1 8 2 1年に組織したでLondon Co-operative and 
Economical Societyは， 最初め労働者的な協同組合で 

あり，’その機関紙 . Etowcwiisf (週-T il)は，.オウ尤 

ンのプランの実現をうたっている。

3. ‘ーモニイ村の経過

ニュー . ラナークの工場は，そ の “着蹟的”な成功 

にもかかわらず，. オウェンが宗教を否定した結果，合

資者の間でも論争, 不和が激しくなり，クエイカー教徒 

William A l le n らの動きによって，教育方法はラン ;̂ 
スタ一式に後退し，宗教が強制され讃美歌以外め脊楽 

は廃され，ダンス教師は追われた（18如年オウエV と 

合資者たちとの契約)。 旧世界における資本主義制度の 

もとで理想を実現することには限界を感じ'、た才ヴ 

エンは，たまたまアメリ力でGeorge R appが創設し 

たインディアナ州の“Harmony Society” が売物に出 

され，I824年の夏' Ricfiard Fiower _なる英人が訪 

これを伝えたので，かねてラッヅの村の理想を聞いて 

いたこともあり，次 男 W illia m と共に渡米し，3 方1ボ 

ンドで土地, 建物を購入,ここに理想実現の新夫地を 

アメリカに築く事業に取りかかったのである。(時に 

54 歳） '
オウエンが念願の理想実現の地をアメリカに求めた 

といチのは，.アメリカがヨーロッパの重苦しい因習や 

偏見から免れており，かねてから急進主義者たちk •よ

ハーモニィ年表 fRobert Owen. 1771—1858)
1824 Aug.14 Flowerとハ ー モ ニ ィ 訪問。 Feb. Macluria Community 派生。

Oct. 2 質収のため次與William, Captain Donald Mar, Feiba Peveli Community 派生。Macdonaldとアメリ力へ出発。 May 30 全村民集会，村を四つにわけ財政独立aNov. 4 アメリカ到着。 • J u l . 4 First Year of Mental Independence,ア メD ec.16 ハ ー モ 亡 イ 到 通 V リカ狃丨立記念日。

1825 Jan. 3 買収。 ‘ Aug. 25 ネ;}民集会で新たに3 人 の directorを選ぶ。-
Feb. 25 議会で講演。 S e p .17 全村段集会，新た な 大 Communityをつく

Mar. 7 議会で講演。
ってオウエン独数制，退村者続出。

Apr. 27 開村式，"Speech by R. Owen at .New Har- Dec. 火酒禁止。 ‘
mony，’ 第 1 president に^!ばれる。 1827 Jan. 私Mを奶分して個人に売却。

Jun. 5 出発。， Mar. 28 New Harmony Ga從故 .に村の失敗を告白。ぺ

Aug. 帰英，ニュー• ラナーク工場支配人を辞す。 Apr. Maclureと正而衝突。

Sep. オハ イ 才のGreen CountryにおけるYellow J u n . 1 出発《Spring Community 一時成功 a J u l .24 掃国。O c t . 1 New Harmony Gazette 発行。 1828 Jan. 全米の僧侶に討論を挑む。Nov. 6 Robert Dale Owen, Captain Macdonald, William M aclureアメリ力へ到着0 Apr.13 ニ ュ ー • ハ ー モ ニ イ に 到着しこれを淸箱。

1826 J a n .18 大歓迎を受けて帰村
Jun. 22 村と訣別し一旦掃国，またメキシコに村®設 

を計画。25 村民総会， 7 人の憲法起草委員会を設置。 Oct. New Harmony Gazelte->Tlie New HarmonyFeb. 5 村民総会, 全共迤主義憲法（第 2 次憲法）な and Nashoba Gazette or Free Inquirer.
るa Nov. 出帆,途中ジャマイ力に®港し奴隸制を研究,19 執行委員会の求めにより独栽制。 •

注（8 ) 五岛茂「ロバアド• オウエン著作史• 協同の一研沈J，1932平，115—i2 0ベイジ。

( 9 )  JohannGeof^oRapp (1757-1847)はドイツから信仰の向 '山を求めて波米したキリスト教徒で , R appiteま た は Sop- 
a r a t i s tと呼ばれる 1 ,0 0 0人前後の人を卑ん、て 1814•年 か ら 1 0年問この地で荒野を開拓し，原始キリスト教の信条に即し 
て共鹿主義村を迚設した。売却当時には土地 20, 0 0 0立イカ一， そ こ に は 2, 0 0 0エ イ カ ー の 開 地 / 來 樹 1 , 50 0 本，住窀 

• 4 0 軒，九 太 小 屋 8 6軒 , 工 場 5 棟，酿 造 所 1 棟，倉対i 2 棟 , 商M l U f ,梢 S 1 W などがあったとい-われるン苑却の理山 
は , 繁栄により怠愔の気風が现われ， ‘また市場からも遠リ、ため去ら fこ新卵拓地を求めたことと言われる； Cf.越 M信 
三郎「ロバアト*オウエンめ涉と现实J 前 提 バ ア ト • オウ丈ン論浓」所収。 越忖信主郎「アメリ力におけるキリス 

ト教共同}1 ) 「終済系 J’ 6 1集，昭和  3 9年 V J. R. Arndt, Georffe Mpj/s Ihrmony Sodhty, 1735-1847, 1965.
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アメリカにおける.オウェンとオウェン主義者たち

って可能性に満ちた自由の新天地として憧憬を寄せら (10)
れていたこと，宗教的な共産部落がすでに各地に散在 

していて，オウエンの実験にも好意的な雰囲気であっ 

たこと，土地が安くしかも肥えていたこと，ニュー.ラ 

ナークエ場に対する棉花の供給地としてある程度事情 

tこ通じていたこと，著書やニュー . ラナークの“奇睛” 
によって彼がすでに知名の士であったこと，などによ 

るであろう。最後の点に関連しては，オウエンが1825 
年 2 月と 3 月の 2 回ウォシントンの国会議斯堂で講演 

し性格形成原理と新社会実験のアピールをした時に, 
大統領モンロウ，次期大統領アダムズ，大臣，議員， 

裁判官その他要人が席を娌めてこれに聴きV、づたと言 

われる。

そして1825年 4 月，華々しく開村式を行なった時 

には約800人の入村者が押し寄せ，12月には1 ,000人 

を越し，なお続々入村希望者が現われ，軍事教練，幼 

雅園 , ，舞踊会，音楽会，討論会が組織され，村はアメ 

リ力の新名所となるなど，表面的には成功を示した。

オウエンは4 月 27,日の開村演説"Speech by Robert 
Owen at New Harmony’’ において，この村を無知な 

個人主義制度から明るい社会制度（并產主義制& ) への 

仲宿. (half-way house)と規定し，’ 外部か_ら招いた科学 

者や教育者に対していく分の優遇があること，村の完 

全な自治を追求するが，暫くはオウエンが施政するこ 

i を述べ，過渡期たるPreliminary Society (この過渡 

期においては，各人は1!1分の労働時問によって計笕された価

を自分の口座Pass-bookにプラスとして記入してもらい， 

引き出した消费Mはマイ屮スに記録される。¥度末の黒字は 

委員会の诼認がなければ弓Iき出し得なI 、。 当初は一家族の年 

所得最高額を180 Kルとしたが， その後何度か修正した。）

の憲法草案を示し， 3 年 後 （I827年末）には The Com
munity of E q u a lityに到達することを目的とした。

だが入村に際しては選抜を行なわなかったため，オ 

ウ，エンがニュー•'ラナ一クエ場の事務引きつぎのため 

備国すると，たちまち村は不活発となって生産力は低

下し，統制は弱まる。25年の]g には，小麦，野菜，とう

もろこしめ収獲は激減し，野生イ匕した豚や七面鳥が畑

耷荒ら'しまわ.ったと言われる。 しかるにオウェソは，

裂年 1 月に長男 Robei*t Dale Owen，Captain Macdo-cii)nald, William Maclure, ThomasSay.C.A. Lesueur など

と共に帰村して洱び村の経済も村民の意識も高揚した

のを見て， 3 年計豳を1 年に短_ し，村を共産主義の 
<12) 1

理想に急速に近づける決意をしたのである。到着した 

ばかりのオ ウ エ ン ，. Robert Dale Owen, Captain Mac
donald そして始めからいた .William Owen ■と他の3 
人が憲法起草委員となり，1826年 2 月 5 日，全共産主 

義憲法が制定された。との憲法は, 幸福を目的とし，

1 . 全成人の権利の平等，2 . 義務の平等，3. 生活 

の実務と慰安における協同的結合，4 . 財産の共有，

5 . 言論行動の自由，6 . 行為における誠実, 7. 親 

切，8 . 交際における礼儀，9 , 秩序 , 10. 健康の保 

持，1 1 .知識の獲得，1 2 .最も良いものを最.も有利に 

生産し使用する econom yの実行，1 3 .法律の遵守，

:という原理をうたい* Articles of Union and Co-opera
tion として，全村一家族の共産主義，教育の重視，21 
歳以上の成員のassem blyによる立法, .Council’による 

行政などを規定している。この憲法によって，この村 

は New Harmony Community of Equality と命名さ. 
れ，、採根のの‘ちは， 3 日以内に新憲法に署名す名こ丨 

とを各家族に求めたが，アナキスト的傾向を持った 

Macdonaldらは，管理者グループを選举によって定め 

る制度に反対して脱村し，150人ほどでMacluHa Com
munity (Community No. 2 ) を新たにつくった。 オ 

ウユンはこの分離を非難もせず，土地を 1，3 0 0ユイカ 

一分譲している。そしてオウエンの村では，無秩挤が 

一般化したため，共産主義開始以後わずか2 週間目の 

2 月19日には,執行委員会は満場一致してオウェンに 

1 年間の独裁政を布くことを求め，村民;の 0 治とは反 

対の方向を取ることとなったのである。 3 月 め に は  

人種問題からイングランド人のみの派虫部落Feiba
注（10〉 Cf. J: F. C. Harrison, op. cit； p. 55. A. L. Morton, Foreword to Robert Owen in the United States, by 0. C. 

Johnson, 1970，ix-x.
(11) オウエンは科学者を多数つれてきてこれを優遇したため， オウエン主義はイギリス化されたサン-シモン生義だと 

いう説もある《 Cf. Edward Hancock, Robert Owen's Community System atid the Harr id Doings of the Saint~Si~ 
monians, 1837. “これらの科学求;•のうち何人かはフランス人であったことは，なお一屑意味が深レ\ 彼らはサン-シモン 

について間いたことはないかもしれないが，科学の解放の力を確信していた。C. A. L esueurのような科学渚たちや， 

Joseph Necf, Madame Fretageot, Phiquopal d^rusmentに承いられた一問のぺスタp ッチ免義港たちは轉にそうで 

あったノ，W. H. G. Armytage, "Owen and America/* in Robert Owen, Prophet of the Poor, 1971,p, 214.
< 1 2 ),オウエンの共産主義は，エンゲルスによって“叨確な共座-生義，，と赏讚されている， P. Engels, Ilerrn Eugen 

Duhring's Umwdlzung des Wissenscfiaft, Werke, Bd. 20, S. 247,訳全敗  274 ペイジ4
一 •-  2B(814) 一 一
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アメリ力におけるオウエンとオウェソ主義者たち

Peveli (Community No. 3,約 70 人）が別れた。

■矛盾の根源は，こうした統治形態よりは，むしろそ 

れを支える経済問題にある。軍歌教練やダンスや音楽 

会や討論会はうまく行われても, 生産面では混乱し， 

製材，製帽，靴，石けん，ろうそく製造などがうまぐぃ 

っただけで，ラッフ派̂時代の設備がありながら農‘エ 

業とも生産力が上がらず, 村の経済•財政はさらに深刻 

となった。そして5 月3 0日には財産処分問題から全住 

民集会が開かれ，村を 4 部に分割して各部は独立財政 

をどり各部間の貨幣取引を認めることとしだ。村の財 

政難のだめに1 オウエンは私財をつぎこみ, 、1 日2 食， 

粗衣粗食で活躍したが，村民の'労働意欲は減退し，生 

は増大しなV v しがしあくまで楽観的なオウ土ン 

は，その打開策として新たに .The New Harmony Com
munity N o . 1_という大 communityをつくり-,共産 

制を強化し， 5 年間自分と自分が任命した4 人の指導 

渚が全権を掌握してそれを統治することを9 月17日に 

提案，独裁制をめぐって議論が紛糾し,この憲法変更 

は認められるが，退村者は続出して，危機は一層深ま 

った。残留者をもとに村は応め小康を得るものの， 

翌 1 9 27年には，私有財産制が復活し， 3 月 2 8 日の 

N ew  H armony G a z e t teで， ついにオウエンはNew 
H arm on yめ失敗を認めるに至る。 4 月にはオウュン 

はマクリュアと正面衝突し，マクリュアは退村，オウ 

エンは6 月に一度帰国，裂年 4 月13日にニュマ•ハー 

モニィの亊萊を清算，土地を4 人の子供に分与して， 

大いなる実験の挫折感を胸に11月に出帆した。この実 

験によって失った彼の私財は, 全財産の5 分の 4 にあ 

たる 4 方ポンドと言われる。

オウエンは，翌年 6 月に帰国ののち，さらに共産村 

の建設を企て.てアメ_リカ大陸に弓丨き返し，メキシコの 

大統領と交渉してアメリ力合衆国との国境地方を借り 

る約束を得たが，議会の反対によって成功せず，以後 

は故国イギリスで社会改革の運動に専心することとな 

る。

4 . 失敗の原因

ニ ュ ー . ハーモニィの実験は，V、かに新天地アメリ 

力に場所を得, オウエンの名声に助 け られたとはV、 

え，宗教的共同体のような強ぃ成員の信念もなく，資 

本主義の剪只中で共産主義を実践しようというのだか

ら, 永続的な成功を望めないのは自明の理であろう6 
そめ失敗の原因については種々の論があるが，特に次 

のようだ点が考えられる。

1 ) 塑想的社会主義の限界6オウエンの資本主義批判f 
共産:主義の主張は, 自ら経営者としての実践，そし 

て社会改革の実践の中から生まれたものであり>
“天才的思想の萌芽’’ （ュンゲルス） として高く評他1す 

べきものだが，もちろん資本主義を一つの歴史的段 

階として科学的に認識，分析したものではない。従 

って社会主義への移行を,天才や有力な指導者によ 

る啓蒙，宣伝，実験に導かれるものと考え,社会的 

な条件を無視して，上からのュ一トピア実現という 

道をとった。

2 ) オウエ、ンの指導© 問題。オウエンは燃える情熱と. 
献身をもって村の運営に当たったが，困難を直視し 

ないであまりにも楽観的に過ぎ，生库‘分配の経済 

法則を無視し，，過渡期を1年に縮めて一気に共産主 

義に突入しようとした。そしてそれによって起匕ヴ. 
た混乱の前に，今後は理想を裏切って独裁制を取り 

強い非難を受けるに至る。またオウ立ンがしばしは 

イギリスへ帰ったことも混乱の一因となづたろう。

3 ) 村民の質の問題。オウエンと共に渡米した人たち. 
も，必ずしもオウエンの思想に熱烈に共鳴した人た_ 
ちばかりではなく，— 占いョ— ロッパ的な伝統や資本: 
主義的営利主義, 個人主義精神を拭V、きれなかづた 

のみならず入村希望者を無差別に受け容れたため， 

人種，宗教，習慣などに違いがあり，かっ玉石混淆- 
で， 詐欺師や策動家，ならず者などもおり，協同，速。 

帯の精神とはほど遠し、ものがあった。また勤勉や怠、 

慢に対する賞罰がなく，熟練労働者の数が少なく， 

計画的な生産の協同が難しぐ生産力を嵩めるのが， 

困難であったし，単純労働と複雑労働/ 教師や音楽.， 

家と労働者の間の分配についても爭いが多かったb 
その他，オウエンとマクリュアとの対立，指導者層，

間の意見の相違, オウエンが無神論者として_ 難され
たこと, 村の人口がやや多過ぎたことなども数えうる,,

こうしてオウエンは，理想を追い過ぎて結局は独栽； 

制に転じてしまう■のだが，オウエンのニュー.•ハ一モ 

ニィが，ゴドウィン的な自由，平等，共産，アナキズム 

の理想を放命したとは必ずしも考えられない。オウエ- 
ンが開村演説で強調 したことの一つは村民の完全な自i

注（13) G. D. H. Cole, The lAfe of Hobert Oiveti, 1965, p. 248. 
( 1 4 )前掲拙搞参照,
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アメリ力におけるオウエンとオウエン主義者たち

治であり，オウュンの施政は暫定的なものとなるはず 

であった。1826年の第2 憲法においては，権利と義務 

の平等，財産の共有，言論行動の自由，教育の重取な 

どが規定されており，合衆国独立50周年記念日には演 

説 (Oration)を行なって，1826年の当日を「精祌的独立 

宣言」 (The Declaration of Mental Independence)の日と 

L > それを生涯の最もffi要な事件と考え，村の機関誌 

New Harmony G a z e tteは以後一面題字の.ところに 

“First (or Second) Year of Mental Independence’’. の 

句を掲げるに至っている。さらにアナキズムの伝説は, 
後述のウォ一レンに引き継がれている。

5 . オウエン.の子供たち

オウエンはアメリカから去ったが，彼の 4 男 1 女お 

よび多くのオウ工ン主義者たちはこの地に留まって活 

動を続けたため，その後のアメリ力社会にオウエン主 

義は大きな影響を与えることとなった。オウェンの玄 

_•孫キャ_ロライン* デイル、オウエン • ボウル.ドウィン

史によれば* 200年後の今日，オウュンの特質の多く

は，この子孫たちの間に“プリズムによる分光のよう 
( 16) •

，に存在している'
Robert Dale Owen (1801—77)
才ヴエ ' /夫妻は5 男 3 女があったが，長男は早く死 

-んだために， ロバート • デイルは実質的には長男であ 

る。 オウエンの資質を最も強く受け，スイスの Philipp 
Emanuel von F ellen b ergの教育を受けて学院の教師 

となり， ニュー■ラナークの工場では父を助け，父が 

ア メ リ力へ行ったあと工場を管理， ニュー.ハーモニ 

ィ.に渡ってからも父を助け， New.. Harmony Gazette 
(1825—8), The New Harmony and Nashoba, Gazette 
of The Free Enquirer (1828—9) , さらに The Free 
Enquirer (1828—34) の編集に従離し， 一たん帰国し 

て労働交換所や労働組合大速合でも父を助け，運動の 

.■機関誌 T he' Crisis; or, the Change from, E rror and 
Misery, to Truth and Happiness (1832—4 ) において

も主筆であった。

今して1833年ごろからアメリカへ渡って帰化， 多 

方面の才能を示して，政治，教育，労働運動，女性解 

放，黒人解放，産児制限などで活躍をする。すなわち， 

Working Man*s P a r t y の組織を試みて指導，I836—8 
年には民主党員としてインディアナ州議会議員とな 

り，同州の女性の地位向上に努め， 1843—7 年上院議 

員となり， 1 8 5 3 -8年にはナポリ王国殷在アメリ力公 

使となっている。特に 1部2 年にリン力ン大統領に宛 

てた長文の手紙は， リンカンの決意に大きな影響を.与 

えたとI 、われ，その 3 日後には奴隸解放令が出された。 

またウ.ォ、ンソトンのSm.ithonian Institu te創立の法案 

を成立せしめ， その理事となづている。 18沾年以降 

は， 父と同じぐL、霊主義を信奉した。 その著作は 35 
種，共著 3 種，伝記 2 種に及び，次のようなものがあ

An Outline of the System of Education at New La
nark, 1824.

Policy of Emancipation, in  three Letters to the Secre
tary of War, the President of the' United States 
and Secretary of the Treasury, 1863.

Moral Physiology; or, a B r ie f  and Plain Treatise 
on the Population, 1830*

Threading My Way. Twenty-seven Years of A%to- 
biography, 1874.

W illiam Owen (1802—1842)
スイスに学び，22歳の時父と共に渡米してハーモニ 

ィの買収交渉を行ない，父の不在の間もニュー*ハー 

モニ■ィの経営に苦心した。 GazeWeを創刊 ' 
し，兄の渡米までその編集を行なう。Thespian Society ' 
を設立， また1拟7年にはニュー•ハーモニィに演劇 

協会をつくり，これはその後演劇学校として発展した。 

次の彼の日記は，ニュー•ハーモニィの实態を知る上 

に貴重な資料であるo
The D iary of W illiam  Owen from  November 10, 

1824 to A pril 20 ,1825, ed. by Joel W. Hiatt,

注 (15) “オウエン一家はそれ丨:|体が离剣な研究に姐し、するし，’ニ A — .ハ一モニィにおけるオウエン家の文撙を最近収染

統合したことは，研究の出発点として便を与えている。” J.F. 0. Harrison, "A New View of Mr, Owen,” in Robert 
Ouen, Prophet of the P<m\ 19.71, p. 5.

(16) 「今日私たちの丨丨丨丨にあるロバアト. オウエン」• 前揭「ロバアト. オウエン論集」9 ペイジ。なおオウエンの系図に 

ついては，五 織 「オウエン系図j , 「政経論锻j 37逸 5, 6 好，丨II中千代松〜バアト*オゥエンとその子その孫一一 

新スピリチュアリズム三代伝预一~ - j , 「経済論集j No, 8 . などがある。

(17) ロバ一ト* デイル • オウエンと，ウルストンクラ冲フトの関係については，拙 稿 「女性解放忍想史上におけるメブ 

リ.ウルストンクラ一フトj, W .ゴドウイン敎，拙 訳 rメアリ•ウルストンクラープトの姒V、出j 所収, 228—231ペイジ0
3 0 (8 1 6 ) —

1

/ ，ジ_刀におり"々オワエンとオウエン主義者たち

Indiana Historical Society, Publications, vol. XIV, 
N o .1,1986.

David Dale Owen (1807—1860)
兄たちと同じくスイスで学び，科学と数学を堪攻， 

シンシナチ大学で医学博士の学位を得，地質学，古生 

物学を専門とした。 最初の. United States Geologist 
で， 1858年， ニュー•ハーモニィに地質学研究所を 

建て，そこはアメリカめ地質学の出生の地、となってい 

る （翅物は现存)。 そめ孫キャロラインは，生誕 200年 

記念事業のために活躍した。

Richard Owen (1810—1890)
南北軟争当時陸軍大佐で，人道的な捕虜取り扱いに 

よって南軍から胸像を赠られだことで有名，イソディ 

アナ大学の自然科学教授で， 1872年 P ad u e大学の初 

代学長となった。地理学者。

Jane Dale Owen (1805—1890)
次女であるが，長女も三女も比較的早く死んでいる。 

彼女は母と妹の死後ニュー♦ハ—モニィに移住し，天 

文学者，. .気象学者の Robert Henry. Fauntleroy .と.結

婚 ，その長女コンスタンス • オ ウ エ ン • フォーントク 

ラロイは， ヨーロッパで教育を受けたのち,女性の地 

位 向上のために1859年 ロバート . デ イ ル . オウエン 

の協力を得て女性憲章をつくり，母の家でアメリカの 

最初の女性クラブと言われるMinerva Societyを創立 

したことで有名である（Fauntlyoy Hom eとして现存) „

6 . オウエン主義者たち

William Maclure (1763—1840)
スコツトランド人 で ,貧 し い 生まれだが商業によっ 

て産をなし，アメリ力に渡って地理学を専攻し, 1817 
年にフィラデルフィア自然科学アカデミィの会員，後 

に長V、間その会長であった。彼と交わづた自然科学者 

の中には, 後に同志としてニュー•ハーモニィに参加し 

た動物学者のThomas S a y ,オランダの地質学者Ger
ard T r o o stなどがV、る。 教育学老としても活躍し， 

1805年にぺスタロッチを訪れて以来彼の教育に影響 

され，しかも，財產の乎等な分配，それによる知識の 

平等な獲得，労働者階級の団結，国立大学無用論，労 

働と教育の結合など，かなり急進的な主張を行なって 

いる。

彼 は 1拟3 年にオウエンに会い，アメリカで突驗的

農学校 farm ing.schoolをつく りたいと語り合ったこ 

とがあるが，フィラデルフィアで洱会してオウエンの 

影響を受け，ニ ュ ー •ハ ー モニィの教宵に当たること - 
に同意，またラップから村を買収する時その半額を提 

供することにもなった。オウエンはべスタロッチの教 . 
育理念をと り入れ，スイスのぺスタp■ッチ学校で教育 

を行なっていた’Joseph N e e f夫_ を招いたりして.い 

るので,ぺスタロッチの理念は以後ブメリ 4 に大きな 

影響を及ぼす こととなる。 オウエンは， Education 
Society . をつぐってマクリュアの入村以後教育のこと 

は彼に一任した。マクリュアは当初の約束のように買 

収費半額提供を行なわなかったこともあって，182*?年 

にオウエシと正面衝突し, 村め崩壊を早めた。

Josiah Warren (1798—1874)
オウエンのニュー、ハーモニィはこと志と嵙なづて 

独栽制に転化し，やがて失敗してしまったのだが,今 

のアナキズム的要素を発展させためがクォーレンであ. 
る。彼は名門の出身，有能な音楽家, 発明家で,木屈 

な開拓者精神に燃え，反権威主義,反政治主義の協同 

組合社会というオウュン的理想を掲げつづ，画一性を 

排して個人主権の原廸を追求し，オウエンの挫折を教 

訓として，1827年どろ Time S toreと呼ぶ最初の実験 

をシンシナチで始めた。それは後のプルトへノの構想に 

似ているが，プルドンの思想形成よりは10年以上も早 

く，労働時間にもとづき搾取のない公正な交換という 

オウゴンの提案を実行するものである。との店では商 

品を原価で売り，店主の手数料としてはその労働券を 

客に求め,客はそれによって手数に見合う労働時間を 

店主に赠るという約束をした。こうして労働にもどづ 

く交換，相互扶助という精神を養い，さらに1833年に 

は Peaceful R evolu tionistという最初のアナキズムの 

新聞を出しそ彼の思想を広め，入念な計画のもとに， 

1834年にオハイオ州で自由な合意にもとづく Village 
of E q u ityを建設した。 “オウエン主義的， フリブ-主 . 
義的共同社会の階層支配的構造は捨てられて，简単な 

相互契約が結ばれ，実際それは，およそ2 世紀前0 セ 

ント . ジョージの丘におけるウ，シスタンリの冒険以 

来，あらゆる国の中で最初のアナキズム共同社会であ 

った，，。

それはマラリアの発生によって失敗したが，自分の 

理論に確信を持つウォーレンは, 1846年には Utppia 
という第2 のコロ ニイを建設し，そこには憲法も法令

注（18) George.Woodcock, Anarchism, a history of libertarian ideas and movements, 1962,:p.432,_j|l|訳 n , 292ベイジ
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アメリカにおけるオウエンとオウェン主義者たち

も規則もなく，全く個人主義的原理によって運営され 

た。それは約100人の住人と小さな木工場から成り，

20年存続した。ウォーレンはさらにロング*アイラン 

ド島にModern T im e sという共同体をつくり， これ 

も20年ほど続いたが，南北戦争後資本主義が安定する 

に及んで，幾分協同組合的傾向をもった村に変わった 

ようである。彼 の “個人主権” 原理は，イギリスにお 

い て J . S .ミルの注目をひき，そ の 後 Stephen Pearl 
A nd rew sと Lysander Spoonei，がウォー'レ.ンの後継者 

となり，彼らは奴隸解放，女性解放にも貢献している。

こうしてウォーレンは，アメリ力の歴史において， 

最初の本格的なアナキストであり（ペインやジュフブス 

ンはもちろん本格的なアナキストとは言えない)， ウインス 

タンリ以後最初のアナキざム社会の実験を行ない，プ 

，ルドン主義の先駆であり，奴隸解放，女性解放にも思想 

'上の影響をもたらしたといえよう。その著書には，次 

のものがある。Equitable Commerce, 1846. Practical 
Details in  Equitable Commerce, 1852. '

Frances W right (1795—1852)
；: 彼女の父は自由主義者で，ペインの「人間の権利」

を回覧しフランスの政治論を翻訳した。彼女は2 歳半 

で両親を失い； 全ぐの独学で学んで18歳の時にはュ 

ピクロス哲学擁護の小説を書いている。アメリカの歴 

史，特に革命史に興味を持って，1818年妹とケメリカ 

へ向かい， 2 年間滞在，その時の手紙はVieto of So
ciety and Manners in  A m e r ic a として出版されてお 

り，ま た 如 . / という悲劇を書いて上演された。1821 
年から..24 年にかけてパリにあってL a fa y e tteら自由 

主義的指導者と交わり，24年に奴隸問題を解決せんと 

.アメ..リ.力へ戻り，Nashoba川のほと，りに土地を買っ 

て黒人奴隸を住まわせ，自出を得させようとした。こ 

の企ては，土地が惡く黑人は怠惰となり’彼女自身も病 

気となり挫折，ヨーロッパへ戻ってその時シヱリ夫人 

( ウ ル ス トン ク ラ ーフトの娘）と匁丨り合って手紙を交換し 

ている。 それによると，"愛情が唯一の結婚となり， 

親切な感情と行為が唯一の宗教となり, 他人の感情と

自由の尊重が唯一の制約となり，利益の結合が乎和と 

安全のきずなとなるような社会の建設の趄礎を置く ” 
ことに没頭したと言っている。アメリカへ戻てニュ 

一 ‘ ハ ー モ ニ ィ へ 入り，オウエンの影響を受け，また 

R. R オウェシと協力してI829年 1 月 に Free Inquirer 
誌を発行，離婚法，富の再分配，工芸教育などを主張， 

以後各地で演説L て奴隸解放，女性解放の先駆者とし

て活動した。ニュー • ハーモニィで知ったPhiquepal 
Darusmontと 1 8 3 8年フランスで結婚し1 女を得たが， 

後に離婚，晚年は病気がちで不幸だったようである.。•

..ニュー ‘ ハ 7 モニィ.関係の資料•文献

The - New-Harmony Gazette, v o l . I—III, O c t . 1， 
1825—Oct. 2 2 ,1828.

The New Harmony and Nashoba Gazette, or The 
Free Enquirer^

Paul Brown, Twelve Month in  New Harmony: 
Presenting a Faithful Account of the Principal 
Occurrences which have taken Place there within  
that Period，1827.

George B. Lockwood, The New Harmony Movement, 
N.Y., 1905.

Frank Podmore, Robert Owen, a Biography, 1906, 
reprinted 1923. Chap.13 ,14 .

Nora C, Fretageot, Historic Ne w Harmony, a Guide, 
new ed., 1923.

Caroline Dale Snedeker, The Town of the Fearless, 
N.Y” 1931.

The New Harmony Story, 3rd ed., 1959. Account 
of a Sodiety at Harmony, taken from . Travels in  
United States of America, in  the Years 1806 and 
1807, and 1809, 1810, and 1811, by John Melish.

Arthur Eugene Bestor, Backwoods Utopias; the 
Sectarian and Owenite Phases of Continunitarian So
cialism in  America, 1663-1829, Philadelphia, 1950.
. Frank Thistlethwaite, America and the Atlantio Com-

注 (19) “そ れ か ら ま た ウ ォ ー レ ン と い う 毛 色 の 異 な った ア メ リ 力 人 が 「個 人 の 主 権 j と い 5 こ と を 驻 礎 と し て 一 つ の 社 会  

組 織 を 組 み 立 て ， 多 数 の 同 志 を 得 て ， 实 際 に 一 つ の 村 落 丼 同 知 を つ く り あ げ る こ と に 箱 手 し た 。 （も っ と も 私 は ， そ れ  

が 今 日 で も な お 存 在 し て い る か ど う か は 知 ら な V、)。 そ れ は 皮 相 的 に は ， 社 会 主 義 者 の 計 画 の あ る も の に 類 似 し た 点 も  

あ る よ う で は あ る が ， 主 義 に お い て は ， そ れ と 全 然 正 反 対 の も の で あ る 。 と 言 う の は .そ れ は す べ て の 個 性 に 対 し て 発  

展 の 均 山 を 平 等 に 強 制 す る こ と 以 外 に は ， 個 人 に 及 ぼ す 社 会 の い か な る 強 拖 も ， 一 切 認 め ら れ て い な い か ら で あ る 。‘“ 
• •.私 は ウ ォ ー レ ン 主 義 者 か ら ， r個 人 の 主 権 j とV、5 用 語 を 借 州 し た こ と も あ っ た 。” J.S. Mill, Autobiography, Long- 
mans ed,, p. 147 .西本芷美訳299ぺイジ,

(20) “彼女の計圃は，協同主義をオウエンから，組人解放©想 を George Flowerから得た， W.H.G. Armyta执 op. 
, cit., p. 222. Cf. A. J. G. Perkins and Theresa Wolfeon, Frances Wright: Free Inquirer, 1939.
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アメリ力におけるオウエンとオウエン主義者たち

munity: Anglo-American Aspects, 1790-1850, N.Y„ Marguerite Young, Angel in  the Forest, 1945, m \r  
1963. t ed., 1966.

William E. Wilson, The Angel and the Serpent, J. f \  C* Harrison, Utopianism and Education: Robert 
Bloomington, 1964. Owen and the Owenites, 1968*

Irving Leibowitz, My Indiay 1964, (経済学部教授) .

回 帰 分 析 の 方 法

主成分分析の応用-

佐 藤 保

( 1 )

これまで筆者は同一の簡单な資料を用いていろV、ろ 

な計箅を行なってきたが，ここではその続きとして， 

主成分分析（principal components) の計算を行なってみ 

る、資料は

、 表 1

セメントの生產贵， Y2= セメントの偭格, • X i= 総役 

資Sh X2= 石炭価格指数（原材料倫格，あるいは生産コス 

トの代Jfl)， x 3= セメントめ容赀（セメントの生.pK能力）， 

Y =内虫変数，x = 外生変数

方程式は

( 1 ) Yi =  a# +  aiY2+ a 2 X i■ . ' ....

(2) Y i—6« +  6iY2 +  62X 2 +  63X3

⑴は需要凾数を示し，⑵は供給凾数を示す。今日計測

の際使われる方法として，ニ段階最小自乗法が用いら

れる場合が多いが，あるいは他の方法にしても，同時

方程式体系の場合， その方程式（例えば⑴）に入っ:G
いる外生変数（こ 場 合 X , )だけでなく， その式かも

は除外されている外生変数を含めて内生変数の係数を

推定することにする。ここに問題が生ずる。この点に ( 1 ) *.
ついて，T. K lookと L. B. M. M ennesの述べている

ところ女少し引用してみよう。

(1；1 ) y = Y r + X ^ + u
(1.1) は同時方程式体系の一部である線型の関係式で

ある。ここそ女は説明さるべき結合従興変数につ^、て

.のT個の観測値の列べクトル，Y は饥佃の説明さるべ

き結合従属変数についてのT 行m列め行列， 兄 は し

個の先決変数についての観測値のT 行 / 列の行列，r
と0 は推理さるべきパラメータ一- ^クトル，u は攪乱

項の列ベクトルである。全体の体系は4 过 先決変数

を含むと仮定される。 観測値はT 行 A の行列X で示

される。そこで

(1.2) X = [X ., X*]
と_ くことができ，X 2 は T 行 （メ一0 列の先決変数の

観測値の行列で体系の中に入ってはいるが, （1.1) か

らは除外されているものである。

その方程式が識別可能（identifiable) でなければ

Yi y 2 x k X, x3
昭和27 7096 ,8330 1163.5 100.0 9241

28 8741 8250 1505.1 95.3 10575
29 10640 8000 1507.6 90.8 12834
30 10519 7697 1469.0 88.1 16230
31 12969 6497 2044.9 90.8 175i4
32 15107 7000 2684.3 97.6 18696
33 14904 6700 2665.3 95.7 21408
34 17169• 6300 3263. 2 91.4 23148
35 22425 6700 4339.9 ；88.4 29020
36 24484 6000 5985. 2 86.6 31200
37 28662 6350 6534.6 84.9 35568
38 29766 6275 7083.5 82.2 43200

注⑴ T. KlOek and L. B. M. Mennes, Simultaneous Equations Estimation Basdd on Principal Components of Predeter
mined Variables. Econometrica. V ol.28, N o .1 ,January "i960, p. 45-62.
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